
様式６－５号「給食施設栄養管理報告書（事業所、寄宿舎（寮）、学校（主に高校・大学）等」 

項   目 記 入 方 法 及 び 留 意 点 

報告書提出日 報告書を提出する年月日を記入する。 

※ 報告書は 10月分を記入し、11月末までに提出する。 

施設名 当該給食施設の正式な名称を記入する。 

管理者名 管理者（当該給食施設を管理している者）の役職及び氏名を記入する。 

所在地 当該給食施設の所在地を記入する。 

設置者名 設置者（当該給食施設を設置している者）の役職及び氏名を記入する。（法人の場合は法人の

名称、代表者の役職、代表者の氏名を、公的な施設の場合は知事又は市長等とする。） 

設置者住所 設置者（当該給食施設を設置している者）の住所を記入する。（法人の場合は主たる事務所の

名称と所在地を、公的な施設の場合は役所本庁所在地とする。） 

特定給食施設開始 

年月日 

継続的に１回 100 食以上又は１日 250 食以上の食事を提供する施設は、特定給食施設の開始

年月日を記入する。 

管理栄養士配置指定 管理栄養士配置指定該当施設については、明石市長（平成 30 年 3 月以前は兵庫県知事）より

交付された「管理栄養士必置指定通知書」（「健康増進法第 21 条第１項に基づく指定通知書」）

に記載されている指定番号と指定年月日を記入する。 

施設種類 該当する施設の種類を〇で囲む。 

給食数 報告月（10 月）の月間平均給食数を、提供時間別（朝食・昼食・夕食・夜食）に整数値で記入  

する。合計に提供時間別の合計食数を記入する。 

食材料費 報告月（10月）の月間平均食材料費を、提供時間別（朝食・昼食・夕食・夜食）とその合計を整数

値で記入する。（消費税込み） 

※ １日２食以上の食事を提供していて、１食毎の食材料費を算出していない場合には、１日 

合計欄に１日分の食材料費を記入する。食事の種類によって食材料費が異なる場合には、

最も提供数が多い食事の種類における食材料費を記入する。 

配膳時間 朝食、昼食、夕食、夜食の配膳時間を記入する。（時刻の表記は 24時間制とする。） 

※ 配膳時間が一定でない場合は、最も早い時刻を記入する。 

喫食対象者数 当該給食施設を利用できる可能性がある者の人数と喫食率を記入する。 

（喫食率の算出方法） １回当たりの食数／喫食対象者数 ×100 

給食の提供形態 該当項目に☑をつける。 

給食従事者 当該給食施設において、報告月（10 月）時点で給食関係業務に従事している人数を職種別 

（管理栄養士・栄養士・調理師・調理員・その他）、所属別（施設・委託先）、雇用形態別（常勤 

（専任）・常勤（併任）・非常勤）にし、その合計を記入する。 

①常勤：当該施設において他の常時雇用されている職員と同様の勤務形態にある場合をいう。 

②専任：当該給食施設における業務のみに従事している場合をいう。 

③併任：当該給食施設の業務以外の業務にも従事している場合をいう。 

④非常勤：常勤以外の勤務形態にある場合をいう。 

※ ここでいう職種とは、資格を有しているかではなく、採用職種をさす。（栄養士の資格があっ

ても、調理員として採用されている場合は調理員で数える。） 

栄養管理の実務者 栄養管理の実務者のうち、当該施設及び委託先に配置され、栄養管理業務の中心となる管理

栄養士又は栄養士の氏名・該当の資格に〇をつけ、その免許取得年月日及び採用年月日、 

勤務状態を記入する。勤務状態区分は、「給食従事者」の①～④を参考にし、常勤（併任）に  

おいては、下記のとおりとする。（b）～（e）に該当する場合は、当該施設での週あたりの勤務時



間数を記入する。 

（b）常勤（併任）主たる勤務場所とする者：当該給食施設における勤務時間が勤務時間全体の 

1/2以上を占めている場合をいう。 

（c）常勤（併任）従たる勤務場所とする者：当該給食施設における勤務時間が勤務時間全体の 

1/2未満の場合をいう。 

給食の運営方式 該当する運営方式を〇で囲む。委託の場合は、該当項目に☑をつけ、給食業務受託会社名、

所在地、代表者、担当者を記入し、委託内容と契約内容の書類整備について該当項目に☑を

つける。 

栄養管理に関する 

会議（給食委員会） 

該当項目に☑をつける。有の場合は、実施回数を記入し、要領や会議録の保存、構成職種、 

目的について、該当項目に☑をつける。 

利用者の身体活動 

レベル・年齢区分・ 

性別人数 

当該給食施設利用者の身体活動レベル別（※）、性別、年齢区分別及び合計の人数を記入  

する。報告月（10 月）時点での状況を記入することを基本とするが、把握が難しい場合には、 

直近で把握できる時点での状況を記入する。 

 

※身体活動レベルとは、日常生活の平均的な活動の強度を表したもので、生活や仕事や 

運動の内容によって、Ⅰ．低い、Ⅱ．ふつう、Ⅲ．高いの３段階に分類される。 

Ⅰ．低い：１日中座っている（12時間以上）ことがほとんどの場合。 

Ⅱ．ふつう：座り仕事中心（７～８時間程度）だが、通勤での歩行や軽い運動を５時間程度

行う場合。 

Ⅲ．高い：１日中（８時間程度）立位での作業や接客の多い仕事、重労働（肉体労働）を行う 

場合。 

利用者の状況把握 当該給食施設利用者の体格を「肥満」「やせ」と判定し、それぞれの割合について、記入する。

体格の判定方法には、下記のとおり BMI（Body Mass Index）を用いる。 

献立の配慮の有無について☑をつけ、有の場合は内容を記入する。定期健康診断の結果等に

より、高血圧や脂質異常症、高血糖の有所見者が喫食対象者全体に占める割合をそれぞれ記

入する。 
 

（体格判定方法）BMI=体重（kg）／身長（ｍ）２ 

BMIの数値：18.5未満→「やせ」、18.5以上 25.0未満→「標準」、25.0以上→「肥満」 

施設の食事摂取基準 栄養目標量の設定の有無と食品構成の作成の有無について、該当項目に☑をつける。有の場

合は、最終更新年月日（又は新規作成年月日）を記入する。 

※ 施設の食事摂取基準の内容が分かる資料として、施設において最も提供数の多い給食の

「食事の種類、１人１日あたり基本の栄養量と食品構成及び給与栄養量」を添付すること。 

使用している日本食品標準成分表  該当項目に☑をつける。 

給与栄養目標量と 

給与栄養量 

当該給食施設において提供数が最も多い給食について、主な対象となる年齢と性別を記入し、

各栄養素について目標量と報告月（10月）実績の月間平均給与量を記入する。 

献立表の作成 献立表の有無について、該当項目に☑をつける。有の場合は、献立作成者の所属、職名、氏名

を記入し、記載項目について該当項目に☑をつける。 

喫食量調査 実施状況について、該当項目に☑をつけ、有の場合は実施回数と調査方法を記入する。 

嗜好調査 前年度の実施状況について、該当項目に☑をつけ、有の場合は実施回数と実施方法について

記入する。 

利用者の健康に 

配慮した取り組み 

健康・栄養情報の提供、食堂の禁煙対策について、該当項目に☑をつけ、独自の取組みがあ

れば記入する。 



非常食の対応 該当項目に☑をつけ、（  ）内に必要事項を記入する。 

栄養管理部門 

従事者の研修 

前年度の施設内で実施及び施設外で実施された研修に参加した回数を記入し、その内容に該

当する項目に☑をつける。 

報告書作成者 内容を確認するための問い合わせ先（作成者の所属・職名・氏名・連絡先）を記入する。また、

情報提供を円滑にするために、可能であれば施設 E-mail アドレスを記入する。 

 

 

 

 


